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. ，まじめに

静岡県掛)1 を中心として分和する

として知られてお与，を

きた

る より行われて

から

2005) .カ

るが，

山.1963 ;柴ほか.1996).

Hexanchus sp.が9

グラザメ属は中生代ジュラ紀前期に出現し

紀以降には浅海から姿を泊すグループである

坊 (2000) によれば現生のカグラザ、メ日は，カグラザメ科 (llexanchidae) とラブカ科

( Chalamydoselachidae) に分けられ，カグラザメ科にはカグラザメ (Hexanchus)属，エドアプラザ

メ (Heptranchias)属，エピスザメ (NOtOlァnchus)属の3属がある.カグラザメ (Hexanchus)

にはカグラザメ (Hgriseus) とシロカグラ (Hvitulus)がいる.一般的なサメの鰭孔は5対であるの

に対してカグラザ、メ日は， 6~7対あり口は頭の先端によっている.

歯の形態も古代サメの特徴を残している.上顎の茜は牙状だが下顎の前方の歯は斜め

の岐頭をもっ櫛状の歯となっている(金子はか.1997).世界中の大陸棚及び大陸棚斜面の海域に棲みヲ

水深約2，000mまでの深海に生息する.昼間は海底で休んでいるが，夜になると深海から上昇してく

る.個体数が少なく絶滅が心配されている.

掛)11層群は下部層と

る(柴はか， 2000).大自

らなる天王シルト

に分けられ， は下位から上内田累層，大日 からな

は下位から綿粒から中粒砂の分級のよい大E砂屠とシルト質の縮粒砂か

からなる(柴ほか， 2000).下位の上内田累層上部に挟在する五百済火山灰層

のフイッショントラック年代値は2.3土 0.5Maであり，上位の土方累層の下部に挟在する火山灰層の

フィッショントラック年代値は1.9土 0.4Maにあたる (Shibataet al.， 1984). このことから大岳累層は

およそ2Maと考えられる.

本稿で述べるカグラザメ属の歯化石は大日累層から産出したため，大自累層について柴ほか (2000)

にしたがい，地震概説を述べる.大日砂層は、袋井市大日を模式地とし層厚は100mから200mで、紹粒

から中粒砂からなっている O 基盤は古第三系の三倉層群と中新統の倉真層群・西郷層群に接しており，

不整合面を分級の悪い諜層が覆っている.天王シルト質砂層は，掛川市大池を模式地とし極細粒砂か
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らシルト層よりなっており，今回報告する Hexanchussp.はこ より産出し 1'- • 

カグラザメ属化石産地の産状

拐、)11層群の板鰻、類化石の研究報告には，横山ほか (2000)ヲ横山ほか (2003)がある

メ腐はまだ報告されていない.本稿で記載するカグラザメ属化石の産出層準は、掛)11

カグラザ、

日累層の

シルト質砂層にあたり，産出場所は掛川バイパス南側で倉真)11の北側である(図1). 天王シルト

質砂層からは，板鰐、類では，ホホジ口ザメ (CarcharodonCarChal均s)，メジロザメ属 (Carcharhinus

sp.) ， トピエイ属 (Myliobatissp.) ，ネコザメ属 (Heterodontus sp.) などを産する O 甲殻類化活では

エンコウガニ (Carcinoplaxlongiman us) ，イチョウガニ属 (GenusCancer Li註註aeus，1758)，スナ

モグリ属 (GenusCallianassas Leach， 1814)，イシガニ属 (GenusCharybdis de Haan， 1833) などを

多く産出する(北村ほか， 2006).柄沢(1997) はCarcinoplaxlongimanustが優勢種で、あることか

ら，下部浅海帯泥底と推定している.この場所で 1999 年 10 月 ---11 月及び2000年 8 丹 ~9月にかけて

東海大学の鯨目化石発掘調査が行われ，調査報告も行われている(新村ほか， 2001). カグラザメ属

の強化石の産出は，鯨日化石発掘調査後の20例年3月である.

鴎主力グラザメ属化石の産地 より調

28 



忽

の

( 国もっと も
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Bonaparte 1838 

Buen 1926 カグラザメ日

Garman 1913 カグラザメ亜日

Gray 1851 カグラザメ科

1810 カグラザメ

く，歯根部および歯冠の遠心部を欠く

ぐ遠心の2つの副校頭の3つの佼頭が保存されている.

岐頭側と， 2つの説佼頭の切縁には鋸

(1999)に従ったが，破損が多

国2. カクラザメ属Hexanchussp.左髄下顎前方委託

舌{期@替{期@遠心髄J.



掛川市小市から産出したカグラザ、メ属化石を

した.カグラザメ属は中生代ジ、ユラ紀…古代三紀に

に産出するが新第三紀以降には浅海から

姿を消すグループである。深海への移行は，中期中

新世までに完了していたとされている@新第三系鮮

新統の掛)11層群が堆積したのは，底生生物の軟体動

物化石や板服、類化石および十脚甲殻類化石の特徴か

ら，上部浅海帯から下部浅海荷泥底であると推定さ

れる.深海に移動したカクラザ、メ属が，掛)11層群が

した浅海に生息していた可能性は低いと考えら

れるので， した可能性が高い e
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